
基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画 
見直しに係る意見交換会 

 

次 第 
 

 日時 平成２９年７月１７日（月・祝） 

                  １３時３０分～１５時３０分 

               場所 朝霞市役所別館 大会議室 

                   

                

 １ 開会 
 
 ２ 挨拶 
 
 ３ 講演「基地跡地公園のこれまでとこれからの計画づくり」 
    講師：朝霞市基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画見直し 
       検討委員会副委員長 
       東京農業大学客員教授 戸田 芳樹氏 
  

 ４ ワークショップ「基地跡地公園の使い方を考えよう」 
   進行役：朝霞市基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画見直し 
       検討委員会委員 

       神奈川大学講師 奥村 玄氏 

 

 ５ 閉会 
 



あさかの森

遊び･学び･癒される
憩いの森

人と自然が共存する森 市民が守り育てる森

2017年7月17日
（株）戸田芳樹風景計画

戸田 芳樹





コミチゾーン

公園通りの喧噪に対する緩衝帯として機能します。現在の樹林を尊重しつつ衰退樹木の植え替え
管理を定期的に行います。
将来的には快適に歩けるコミチを目指します。

断面図







ことばによる植栽イメージ

空間言語 現象言語

おおう
したがえる

ととのえる

たばねる

しめる

しぼる

たいする

かこむ

くずす くぎる

あわせる

つなぐ

つらなる

まぜる

へだてる

むすぶ

はかなさ

おとずれ

おもかげ

しみる

ふるまい

やわらげる

かさねる そよぐ

うつろう



おおう 空間言語



つなぐ 空間言語



したがえる 空間言語



まぜる 空間言語



しめる 空間言語

たいする空間言語



へだてる 空間言語



しぼる 空間言語



くずす 空間言語



たばねる 空間言語



ちりばめる 空間言語



ととのえる 空間言語



うつす 現象言語



かさねる 現象言語



やわらげる 現象言語



そよぐ 現象言語



うつろう 現象言語



ふるまう 現象言語



Ａ.理念・概念性（倫理･システム）

■ 社会性

• 周辺との繋がりとネットワーク

• 多世代の参加型プログラム

• 開かれた継続型のイベント

■ 歴史性

• 蓄積された「モリ」の活用

• 歴史の流れの具現化

• オリンピックというイベントの対応

■ 多様性

• いきものの多様性

• 利用者の行為の多様性

• 空間の多様性

■ これから議論すること

ふわっとした言葉 ⇔ 具体的な言葉

あいまいな機能 ⇔ 明確な機能

限定された空間 ⇔ 自由な空間

明確な施設 ⇔ あいまいな施設

明確な行為 ⇔ 自由な行為

Ｂ.存在・利用性（空間･時間）


























